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こおける問題解決能力育成の試み

蒜
旧不 浦 綾

概要 筆者は大学教育において,問 題解決能力の育成を目的とした授業を担当 しており,問

題解決の5つ のステージ(段 階)に 沿って,そ のステージで活用できるいくっかの問題解決手

法や問題解決を行 う上で必要な考え方などを教育 している。授業は2分 法(授 業の前半を講

義,後 半を演習とする授業方法)ま たは,3分 法(前 半を講義,中 盤を演習,後 半をまとめ

などの講義とする授業方法)を 用いて展開し,そ の手法にあったテーマや例題を用いて,ま

たはテーマ作りそのものから,そ の手法を実体験させ,学 ぶことができるよう工夫 している。

本稿では,筆 者が行っている問題解決能力の育成を目的とした授業で取り入れている課題

について紹介 し,大 学における問題解決能力育成の充実に寄与 したい。

AbstractInrecentyear,companiesneedrecruitswhohavetheproblemsolvingabilities.

Therefore,manycollegesanduniversitieshaveaddedclassesforteachingproblemsolving

abilitieswithintheircurriculums.Itakechargeoftheclassesofthatinuniversity

education.Ihavedesignedsomemethods.Iinstructinusingsometechniquesofproblem

solving,viewandclueofthat,andsoon.

Inthispaper,Ireportonmyclassforteachingofproblemsolvingabilities.

キーワー ド 問題解決のステージ,目 的教育
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1.は じ め に

現代社会では,企 業が新入社員に即戦力を求めてお り,近 年,大 学教育でも問題解決能

力やコミュニケーション能力,プ レゼンテーション能力など,社 会人にとって必要な基盤

能力の育成を取 り上げるようになっている。また,平 成16年 には文部科学省より初等中等

教育におけるキャリア教育の推進が提言された。キャリア教育とは,「望ましい職業観 ・

勤労観及び職業に関する知識や技能を身にっけさせるとともに,自 己の個性を理解 し,主

体的に進路を選択する能力 ・態度を育てる教育」と定義されている。未だ十分な体制とは

いえないが,こ れを機会に,初 等中等教育でも,子 供たちが社会人,職 業人として自立 し

ていくことができるようにする教育が取 り入れ られるようになってきている。高等学校で

は,「大学進学後の就職を見据え,社 会人になる心構えを持たせる」,「面接指導などを通

し,就 職活動への心構えを持たせる」などの明確な目的をかかげ,キ ャリア教育の講座や

授業などを取 り入れている学校も出てきている。

このような現状を踏まえて,多 くの大学が社会人にとって必要な基盤能力の育成を目的

とした授業を実施 している。筆者が非常勤講師を務める大阪電気通信大学総合情報学部も

例外ではなく,問 題解決能力の育成を目的とした 「問題解決の基礎」やコミュニケーショ

ン能力の育成を目的とした 「コミュニケーション技法」などの授業があり,筆 者はこれ ら

を担当 している。また,他 の大学で も同様の授業を,高 等学校のキャリア教育講座や学生

向けの社会人能力育成塾でのセミナーなども担当 している。

本稿では,先 に紹介 した 「問題解決の基礎」の1っ の課題を取り上げ,そ の結果をまと

めることで,大 学教育における問題解決能力育成の試みを紹介する。

2.仕 事遂行 における3つ のスキル

社会人 にとって必要 な基盤能力 といって も,そ の能力 は多岐 にわ たる。 そこで,仕 事 を

遂行す るためのスキルにつ いて,以 下 の3つ に分 けて検討す る(1)。

(1)テ ク ニカル ・スキル(PC活 用 のスキル)

現 在,組 織 と してPCやLAN(イ ン ターネ ッ トやイ ン トラネ ッ ト)を 活用 していな い

(1)や る気の仕事学
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と ころは,ま ず無 いといえ る。PCやLANを 操 作で きる技術 は,仕 事 の遂行上必須 になっ

て お り,電 子 メール,情 報検索 は もちろん のこと,文 書作成 ソフ ト,表 計算 ソフ ト,プ レ

ゼ ンテー シ ョン資料作成 ソフ トな どを利用 す る技 術 は,新 入社員 に も要 求 され る。 また,

操 作 の技術 だけではな く,メ ール上のマ ナーなどの情報倫理 もPCの スキル と して要求 さ

れ てい る。 これ らを,「 テクニ カル ・スキル」 とよび,現 在 多 くの大学 でPC操 作 やそ の

活用法,情 報倫理 を教え る授業が存在す る。

(2)ナ レッジ ・スキル(問 題解決の スキル)

仕 事 を遂行す るということは,問 題事態(現 状)に 対 して,問 題 の本質 を把握 し,原 因

を追究 し,何 らか の解決案 を考え,そ れ を実行 し,事 態 を望 ま しい状態(目 標状態)に 導

くことで ある。仕事上起 こる 「問題」 は 「期待 と現状 の差」 ということがで きる。 もっと

明確 に言 い表す な らば,「 期待 と現状 に差 があ り,か っ,期 待 の状態 にす るために乗 り越

え る ことが難 しい壁 があ る状態」 といえ る。 また,な ん ら問題 が起 こ ってい ない状 態で

あったと して も,い か に効率的 に仕事 を進 めるか,い か にコス トダウ ンを図 るか など,何

らか の改善 の余地が あるな らばそこには解決すべ き問題が あると考え,創 造的 に仕事 に取

り組むべ きで ある。

問題事態 を望 ま しい状態 にす るためには,情 報収集法,情 報分析法,問 題発見法,発 想

によ る解決案作 りの方 法,解 決案 の策定法,論 理 的思 考法,意 思 決定法,手 段 目的分 析

法,メ リッ ト・デメ リッ ト計算法,ブ レー ンス トー ミング法 などのディスカ ッション法 と

い った多 くの方 法 を駆 使 しなければ な らな い。 これ らを,「 ナ レッジ ・スキル」 と言 い,

現 在多 くの大学が これ らの能力 を育成す る授業 をお いて いる。筆者 の担当 して いる 「問題

解決 の基礎」 もその一っで ある。

(3)ヒ ュ ーマン ・スキル(人 付 き合 いの スキル)

組 織で は,1人 で仕事 を行 うことは少 ない。多 くの人 々と付 き合 いなが ら仕事 をす るの

が通常 であ り,「 人 間関係 を よ くす るスキル」 が必要 であ る。 コ ミュニケー ションスキル

が よ く取 り上 げ られ るが,こ れ を細分化 して考え るな らば,相 手 の話 をきちん と聞 く 「ヒ

ア リングカ」,相 手 と話 し合 いなが ら自分 の意見 を主張 す る 「交渉力」,自 分 の意見 を論理

的 にかつ的確 に伝え る 「提案力」 などが挙 げ られ,こ れ らを 「ヒューマ ン ・スキル 」と言

い,こ れにっいて も多 くの大学 が これ らの能力 を育成す る授業 をおいて いる。 また,「 挨

拶 をす る」 とい った礼儀 な ど も基 本的 な 「ヒューマ ン ・スキル」 と言 えよ う。 ヒューマ

ー45(225)一



第58巻 第2号

ン ・スキルはナ レッジ ・スキルと通ず るところも多 く,特 に,コ ミュニケーシ ョンに関わ

るスキルは,ナ レッジ・スキルのベース といえ るか もしれない。

いずれのスキルの育成 も大学教育に取 り入れ られているが,筆 者が特に注目しているの

はナレッジ・スキルの育成である。次章より,ナ レッジ ・スキルの育成を目的とした授業

である 「問題解決の基礎」(大 阪電気通信大学総合情報学部開講)を 取 り上げ,さ らに詳

しく解説する。

3.問 題 解 決 の5つ の ス テ ー ジ

問題解決 の過 程に は5っ のステージ(段 階)が ある。「問題解決 の基礎」(以 下,本 授業

と記す)で は,問 題解決 の基本 的な考え方 と,問 題 解決 のステージごとに,い くっか の問

題解決手法 を教育 してい る。 問題 解決の5っ のステー ジとは,問 題 解決 の過程 を5っ に分

け,そ れぞれの 目標を明確 にす ることで,問 題解 決の過程 をより明確 に,順 を追 って解決

に向かえるよ うにと,筆 者の所属する教育理学研究会 が提唱 した考 え方 である(2)。

これ らの5つ のステージはそれぞれの最終 ゴールであ ったり,最 終 ゴールへ至 る途 中のサ

ブゴールであ ったりする。

(1)ス テー ジ1:問 題 意識を持つまで

このステー ジで は,従 来か らの価値 観 を変 え,現 状を無批判 に受 け入 れ るので はな く,

意 識改革 を しなが ら,問 題意識 を持 っまでを言 う。問題意識 とは 「何 か問題 がないか,ま

たは,何 か問題が発生 しそ うな事柄 がないかを常 に意識す ること」 であ る。 っま り,問 題

を問題 として認識 していない,あ るいは問題があることす ら認識で きていない ときに,何 か

問題 はないだ ろうかと発見の努力 をす ること,問 題 を正 しく認識 しよ うとす ること,問 題が

発生す る前 に,問 題 となりうる事柄 はないか,問 題 が発生 しそ うな事柄 はないかを注意深

く観 察 し,発 見の努力 をす ることであ る。人 間 は問題 に気づ いたとき,ま た は問題 を問題

と認識 できた ときに初めて,そ の問題 を解決 しよ うという意思が生 まれ る。 そのため,問 題

解決 の一連 の過 程で,問 題 意識 を持っ ことが何 よ りも重要で ある。 このステー ジは,問 題

意識を持 っ ことが ゴールである。

(2)す ぐに使える問題解決法入門
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(2)ス テー ジ2:問 題 を発見 し,定 式化す るまで

このステージで は,問 題意 識 に基づ き,様 々な情 報か ら問題 の発見 を し,そ の問題 を明

確 に し,定 式化す るところまで を言 う。 この ステー ジは問題の定式化 をや りとげる ことが

ゴールで ある。定 式化 とは,問 題 発生 の原因 は何 か,ど のような状 態 になれば解決 といえ

るのかなどを明確 にす ることであ り,以 下 の3っ のステップで 考え るとよい。

第1ス テ ップ 問題設定 問題を定義づける

第2ス テ ップ 問題把握 問題の核心をはっきりさせる

第3ス テ ップ 目標設定
解決の目標を決める

また,そ の評価基準を決める

(3)ス テージ3:問 題解決の案を策定するまで

このステージでは,定 式化 した問題の解決諸条件を考え,複 数の解決案とその手順を決

定する。そして,解 決の諸条件を満たした最適な解決案を1っ 策定するところまでを言う。

この最適な解決案を策定する際は,直 感的に決定するのではなく,論 理的な考えに基づい

て決定しなければならない。このステージのゴールは解決案を1っ 策定することである。

(4)ス テー ジ4:問 題 解決案 を実行するまで

このステージでは,策 定 した解決案 を実行 し,実 行過程 をよくチェックしなが ら,計 画通

りでは うまくいかないところに手を入れ るなど,フ ォローア ップ し,問 題解決案 を完全 に実

行す るところまでを言 う。解決 案を実行 し,解 決状態 に到着 す るのが このステー ジのゴー

ルである。

(5)ス テー ジ5:問 題 解決 を評価するまで

このステージで は,問 題解 決が終了 した後,実 行 した問題解決 の結果 を評価 し,さ らに

解決後 のフォローアップを行 うところまでを言 う。問題解決 の実行結 果を評価 し,後 始末

をす るのが,こ のステー ジの ゴールである。

これ らのステージをよ く意識 し,問 題解決者 が,今,

識 す ることで,問 題解決 はスムーズに進 むといえる。

どの段階 にいるのかを はっきりと意
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4.「 問題解決の基礎」

本授業の目的は,問 題解決の基本的な考え方や手法を社会での実例とともに具体的に学

び,実 社会で役立っ能力を身にっけることである。本授業では表1に まとめる手法や考え

方を演習として取 り入れている。なお,テ キス トには教育理学研修会編著 「す ぐに使える

問題解決法入門②」を使用 している。

表1演 習テーマ

問題解決の考え方 ・手法とその目的
活 用 で き る

ス テ ー ジ

(1)問 題 解 決 に お け るPlan-Do-Seeの 役 割

【目 的】 問 題 解 決 を行 うに あ た り,計 画(Plan)を し っか り立 て る こ と,そ の 計 画 を
ス テ ー ジ1

～

忠実に実行(Do)す る こと,問 題解決を振り返り評価(See)す ることの重要性を

理解する。
ス テ ー ジ5

(2)視 座 ・視点 ・価値観の考え方

【目的】視座(も のをみる立場)で は,仕 事には多 くの人が関わっており,多 くの視

座か ら問題や解決案を検討する必要性を,視 点(目 の付け所)で は,問 題のどこに ス テ ー ジ1

着目するか,何 に関心を持っかなど,多 くの点を検討する必要性を,価 値観では, ～

何を大切に考えて解決に当たるべきか,優 先順位は何かなどを明確にした上で解決 ス テ ー ジ5

活動をする重要性を理解する。さらに,こ の3っ の考え方が問題解決において重要

な役割を果たすことを理解する。

(3)外 化整理法(問 題の意識化 ・発見の手法)

【目的】外化整理法とは,問 題意識をよりはっきりとさせ,問 題発見に至るために,

心 の中だけで考えず,何 らかの形で外へ出して,整 理する手法である。この外に出

すという行為を 「外化」(が いか)と 呼ぶ。具体的には,気 になる事柄や事象など

をキーワードの形で書き出し,そ れ らを整理するというものである。そうすること

により,「なぜそれが気にかかったのか」,「どのように気にかかったのか」が明確

ス テ ー ジ1

ス テ ー ジ2

になり,問 題発見に至る。「何か気になる」という直感は 「問題意識」 という面で

はとて も重要なことであり,こ れを掘り下げていくことで問題発見にっながること

を理解する。

(4)発 散 技 法 ・発 想 法(ブ レー ンス トー ミ ング法 な ど)

【目的 】 ブ レー ンス トー ミ ング法(以 下,BSと 記 す)は 代 表 的 な発 散 技 法 で あ り,あ

らゆ る業 種,業 界 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ンに用 い られ る。 グル ー プ 演 習 でBSを 体 験

す る こ と に よ り,グ ル ー プの メ ンバ ーか らい ろ い ろ な刺 激 を受 け,ま た メ ンバ ー に ス テ ー ジ2

いろいろな刺激を与えることで,様 々な発想ができることを理解する。また,個 人 ス テ ー ジ3

演習では,ひ とりでもBSが できる工夫を学ぶ。発散技法を学ぶことにより,問 題

発見や問題解決案策定の視点を列挙することや,解 決の糸口を見っけることに活か

すことができることを理解する。

(5)情 報の分類 ・整理法(親 和図法など)

【目的】分類や整理は,情 報を活用するためのスター ト地点といえる。分類の視点や

整理方法を学ぶことで,情 報活用の基礎力を身につける。また,(4)発 散技法と組み ス テ ー ジ2

合わせて使用することで,発 散の時間は発散だけ,収 束(分 類,整 理)の 時間は収 ス テ ー ジ3

束だけと分けて行うという手法があることを知り,デ ィスカッションを円滑に進め

る こ とが で き る こ と を理 解 す る。
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⑥ メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ ト計 算 法

【目的】メ リット・デメ リット計算法(以 下,MD計 算 と記す)は 問題解決の場面に

おいて,複 数個の解決案の中か ら最適なものを1っ 選定する際に用いられる意思決

定法である。それぞれの解決案の持つメリット,デ メリットを比較 し,そ の良さを

数値的に計算することで解決案を選定する。この手法を学ぶことで,苦 労 して出 し
ス テ ー ジ3

た複数の解決案の中か ら1つ を選定する場合,そ れぞれの持つメリット・デメリッ

トを吟味 し,印 象や好みで決定するのではなく,第 三者が見て も納得のできる理由

付けを行って意思決定 しなければならないことを理解する。

(7)投 資回収計算とMD計 算を用いた意思決定

【目的】社会の実例を取 り上げ,投 資回収計算を実際に行ってみることで,社 会にお

いては常にコストを意識 して仕事をしているということを知る。また,投 資回収計 ス テ ー ジ3

算の結果か ら,MD計 算を使用した意思決定に至るまでを流れに沿って体験するこ

とで,MD計 算 の使い方を再確認し,そ の有用性を理解する。

(8)企 画 の視点(7WnHlD)と 企 画法

【目的】7WnHlDと は,人 間の行動をもれ落ちな く記述するための視点のセット

で,新 聞記者用語である5WIHに2っ のWと1っ のD,場 合 によって複数のH

を追加 したものである。テキス ト(2)では問題解決の目標記述に利用する手法として
ス テ ー ジ1

～

紹介されているが,筆 者はこれに加え,企 画の視点としても活用できることを教え

ている。9っ 以上(Hの 数 による)の 視点をよく考え,商 品やプロジェク トの企
ス テ ー ジ3

画を体験することで,視 点の重要性,多 角的にものごとを考える必要性を理解す

る 。

(9)手 段 目的分析法による問題解決

【目的】手段目的分析法とは,① 問題事態が発生 した現状の把握,② 目標である解決

状態の把握,③ 解決するための手段 ・方法の把握と達成見込み期間を予想するため
ス テ ー ジ2

～
の手法である。達成見込み期間を明確にすることで,問 題解決の過程で達成度など

の状況把握もできる。この手法を使うことにより,問 題事態をより明確にする能力
ス テ ー ジ5

を身に付ける。

(1① 問題解決結果の自己評価法

【目 的 】 問 題 解 決 のPlan-Do-Seeを 振 り返 り,Seeの 重 要 性 を 理 解 す る。 ま た,Plan

の評価,Doの 評価に加え,Seeの 評価 も行うことで,問 題解決のすべての過程を ス テ ー ジ5

振 り返 り,フ ィ ー ドバ ック(計 画 の 立 て 直 しや修 正 に 活 か す こ と),フ ィー ドフ ォ

ワー ド(別 の目標達成に活用すること)に 役立てる。

本授業で は,各 演習 のテーマと して,学 生個人 の悩みや問題,例 え ば,学 校で感 じて い

る悩みや,ア ルバ イ トで起 こって いる問題 などを取 り上 げることが多 い。身近 な悩みや問

題か ら,問 題 解決の考 え方 や手法 の活用方法 を学 ばせ ることで,課 題 に取 り組みやす く,

活 用方法が身 にっ くと考えて いる。 しか しなが ら,実 社会で,そ のようにこれ らの手法が

活用 されて いるか,ど のように応用で きるか を知 ることも重要で あ り,事 例紹介 なども欠

か さず取 り入れて いる。 また,(7)と(8)に っ いて は,実 社会で起 こった問題 を元 に した,演

習 テーマを用意 して いる。 すべての課題 にっいて,実 例を紹介す る ことはで きないため,

本 稿で は,(7)に つ いて詳細 を述べ たい。

5.課 題 「投資回収計算 とMD計 算 による意思決定」

学生 にとって,実 社会で起 こって いる問題 は身近で はない。特 に,コ ス ト意識 といった
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金銭的な面の考え方は脆弱である。そこで,本 授業では,以 下のような課題を用意 し,投

資回収計算を体験させている。社会人として仕事を遂行するには,コ ス ト面を考えること,

投資回収,損 益分岐にっいて考えることは必要不可欠である。社会で働 くということに現

実味を感 じさせるという意味としても,こ の課題は重要な役割を果たすと考えている。

以下は,学 生に配布 している課題プリントを要約 したものである(プ リントそのままで

はないので注意されたい)。 この課題は,学 生が取 り組みやすいようにかなり簡略化 した

ものではあるが,実 話をヒントにしている。

"ぱんだぱんや"は システムを導入するべき?し ないべき?

1."ぱ ん だぱんや"プ ロフィール
"ぱんだぱんや"は 人気のパ ン屋で

,毎 日パ ンは品切れ状態。今の状況では増産は不可能で,店

主さんは 「なんとか増産できないかなあ」 と悩み中。一番人気はその名 も 「パンダパ ン」。かわい

らしい見た目と美味 しさで大人気。店の営業時間はAM9:30～PM6:30で すが,閉 店時間にはパ

ンが残っておらず,近 所のお客さんか らはクレームが出ている。

2.従 業員

ご主人:パ ン作 りが大好き。毎日パ ン作 りに勤 しんでいる。

奥さん:販 売と経理を担当。お客さんを待たせることが大嫌い。

パー トのおばちゃん:時 給900円 で,一 番忙 しい朝11時 か ら昼の2時 までの3時 間だけを手伝っ

ている。明るい接客でお客さんにも人気。

職人さん:パ ン作 りが大好 き。主人の技術を盗もうと一生懸命。材料計算がちょっと苦手で,計

算 ミスでよく主人に叱 られている。材料の発注も彼の仕事。

3."ぱ ん だ ぱん や"の1日

"ぱんだぱんや"1日 の流れは
,以 下の表の通 り。

時間 主人 職人さん 奥さん
パ ー トの

お ばち ゃん

5:00 パ ン作 り

9:30ぱ んだ ぱん1回 目

▼11:00ぱ んだ ばん2回 目

サ ン ドイ ッチ作 り

開 店 準 備

9 30 開店 お店を開ける

11 00 販売
12 00 パン作り終了

昼食

(ど こかで)

販売
12 30 翌日の販売予測立て 昼食

13 00 昼食 翌日の

材料計算13 30 翌 日の仕 込 み

計 算 の チ ェ ック

再 チ ェ ック

「 受 け取 り

14:00 再計算

15 00 発注

15 30 翌日の

仕込み17 00

18 00

18 30 閉店 店の後片付け 売り上げ計算
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主 人 は前 々 か ら,パ ンの 品切 れ を な ん とか した い と思 って い る。 しか し,現 状 で は,パ ンの生 産

は増 や せ な い。 で は,ど うす れ ば よ い のか??

4.改 善のために

主人はあるところに気がっいた。それは,材 料の計算とそのチェックの時間。現在,材 料の計算

は職人さんに任せている。 これは,そ の間に主人が昼食を食べ,翌 日の仕込みに備えるためという

理由である。 しかし,職 人さんは計算が苦手なため,必 ず再チェックが必要 となり,か なり時間を

取 られてしまう。 しかも,そ の計算の時間の問,職 人さんは翌日の仕込みができないので,主 人ひ

とりで仕込みを進めるしかない。「この時間を短縮できれば,あ と1回 は"パ ンダパ ン"を 焼ける

のでは??」 と主人は思い,材 料計算システム(業 者さんへの発注を含む)を 導入するという案が

生まれた。

5."ぱ ん だぱんや"の お金について

・1日 の売 り上げ10万 円

・全体の売上げに対するパ ンダパ ンの売上げの割合→30%

・パ ンの原価→単価の20%

・光熱水費→単価の15%

・パ ー トのおばちゃんの時給→900円

・職人さんの月給→30万 円

・奥さんの月給→25万 円

・主人の月給→40万 円

・残 りのお金→お店のための貯金

6.シ ステム導入とそれに関わるお金について

・システム導入費(開 発,納 品等すべて含む)→150万 円

・月々の保守費→2万 円

・パ ンダパ ンが増産できるとさらに忙 しくなるので,販 売員(パ ー トのおばちゃん)を

1名 増員(勤 務時間は3時 間)→ 時給3ヶ 月までは800円 。4ヶ 月目か ら850円

【課題】

①何 ヶ月後にシステムへの投資は回収される?

② あなたならこのシステムを導入する?し ない?(MD計 算を用いて答えよ)

【条件】

・増産 した"パ ンダパ ン"は 売 り切れるものとする

・システム導入後も,こ れまで通 り毎月同額を貯金する

・月の営業日は20日 とする

【問題解決の基礎 授業資料】

なお,上 記 の課題 はSI提 案能力 の教育 コース 「顧客提案能力養成 コース(3)」(講 師 近

畿大学経営学部綿田教授,筆 者はアシスタントをさせていただいた)に て,用 いられてい

た実例の課題をヒントに学生向けに作成 したものである。

(3)SEの ための創造型提案心得ノート
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6.学 生の反応

上記の課題(以 下,本 課題と記す)は,2008年 度か ら本授業に取り入れており,2011年

度前期の授業では58名が提出している。本課題は2回 の授業に渡 って演習を行っており,

1回 目の授業の前半45分 に本課題のね らいや内容,用 語の説明を行い,後 半45分 を演習時

間として投資回収計算をさせている(2分 法)。2回 目の授業では,前 半30分 を投資回収

計算の解説,中 盤を本課題の②MD計 算の演習時間 として,終 盤30分 に全体のまとめを

行った。なお,本 授業の登録者数は71名,両 日通 しての出席者数は58名であった。

①投資回収計算の演習について,筆 者は机間巡視をしなが ら,考 えるきっかけや ヒント

を与えたりしなが ら進めるという形式をとっているため,正 確なデータを示すことはでき

ないが,学 生が正解にたどり着 くまでに蹟 くポイントがいくっかあることを確認 している

ので,そ れを紹介 したい。

(1)パ ンダパ ンの増産 回数 の見落 と し

全体 の売上 げに対 しパ ンダパ ンの売上 げは30%と して いるが,課 題中 の表 をみれ ば,こ

れ はパ ンダパ ンの焼 き上 げ2回 の合計 による もので あると分か る。加えて,主 人 は材料計

算 の時間 を削減す ることで 「あと1回 パ ンダパ ンが焼 ける」 と言 って いる。っ まり,増 産

量が単 に倍で はないということに気づか なけれ ばな らない。 この蹟 きが一番多 く,実 に約

1/3の 学 生 が見落 としてい る。

(2)増 産 分 の原価,光 熱水費 の見落 と し

次 に多 いのは,増 産分 の原価 と光熱水費 の見落 と しで ある。増産 による売上 げの額 を算

出す ることに集中 して しまい,そ こにかか る経費 を見落 とす傾向が ある。 ケア レス ミスと

言 ってよい ほどの初歩 的な ミスで あるが,約1/4の 学 生 が これを見落 と してお り,ヒ ン ト

を与えて ようや く気づ くというのが現状で ある。

(3)販 売員の時給の変化による計算方法の迷い

次に多いのは販売員の時給の変化による計算方法の困惑である。時給が変わるため,シ

ステム導入後3ヶ 月間とそれ以降で回収額が変わることは理解 しているが,ど のような方

法で計算すればよいのかと迷う学生が多い。難 しい計算ではなく,方 法も様々あるが,効
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率的に計算す ることを考えるあまりか,良 い計算方法がないと悩むようである。あるい

は,根 気よく計算することが苦手なのであろうか。

(4)貯 金額が計算できない

少数ではあるが,毎 月の貯金額が計算できないという学生がいる(方 法によっては,貯

金額を計算せずに結果を得 られるが)。1ヶ 月の売上げか ら,必 要経費(原 価,光 熱水

費,給 与)を 引けば自ずと残額が求められるが,そ れに気づかない。順序だてて答えを引

き出すように質問を続ければ計算方法に気づ くが,文 章を読み解き,論 理的に考える力が

足 りていないように感 じる。

その他 に もい くっ かの見落 と しや ミスはあ るが,例 年 よ く見 られ るのは上記4点 で あ

る。 いずれ も考え るきっか けや ヒン トを与えて い くことで,45分 の演習時間内 にほとん ど

の学生が解答 にたど り着 き,一 様 に達成感 を感 じて いる。本年度 は58名 中52名 が 正 しい計

算がで きて いた。 なお,正 しく計算で きれ ば,解 答 は13ヶ 月 となる。

②MD計 算 の演習 では,MD計 算 を用 いて この システ ムを導入 す るか,し ないかを決

定 させて いる。演 習中 は,既 にMD計 算 を教 えてい る(表1参 照)こ とか ら,机 間巡視

のみ にとどめ,考 え方 の ヒン ト等 は与えて いない。本課題 は正 しい答え はな く,た くさん

の視座か ら,ま たいろいろな視点か らメ リッ ト・デメ リッ トを列挙で きてお り,そ れ らを

きちん と比 較 した結果 であれば,結 論が 「システムを導入す る」「導入 しない」 の いずれ

で あって も良 いと して いる。学生 たちは,投 資回収計算 に取 り組んだ ことで,課 題 の内容

を主体的 に捉え ることがで き,主 人や奥 さん,客 の立場 などを考え,多 くのメ リッ ト・デ

メ リッ トを挙 げて 自分 な りの答え を導 き出 して いる。

筆者は毎回の授業で,学 生 自身が何を学んだ と感 じているか(LearningOutComes)

を文章で提出させているが,そ こには以下 のような意見があ り,本 課題の目的である

「社会では常にコス トを意識 して仕事を していることを知 る。投資回収計算の結果か ら,

MD計 算を使用 した意思決定に至 るまでを体験することで,MD計 算の有用性を理解す

る。」を達成できたと感 じている。

・投資回収計算は初めてで難 しかったが,仕 事では必要なこととわかった

・仕事をする上では常にお金のことを考えないといけないと分かった
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・常にお金のことを意識することが大事だと思った

・社会人になったら,コ スト意識を持って仕事を したいと思った

・社会では常にこんなことを考えなが ら仕事をしているということがわかった

・自分で計算 したことで,投 資回収計算というものに興味を持った

・アルバイトではコス トを意識することがなかったが,コ ストを意識することの重要性がわかった

・アルバイトで もコストにっいて考えなが ら仕事をしようと思う

・MD計 算を実際の例でやったことで,論 理的に結論を出すことの大切 さがわかった

・13ヶ 月 もかかるならシステムは入れな くていいと思ったが,MD計 算 をしたら入れたほうがい

いと思ったので,き ちんと考えることが重要とわかった

(2011年6月30日 の提出物より抜粋)

ま た,社 会人 を対象 と したセ ミナーの課題 をベースに して いるという事実 は,学 生 のや

る気 を向上 させ るよ うで,「 社会人 セ ミナーで もや っている課題 を体験で きた ことが興味

深か った」,「実例 を題材 に して いると聞 いたので,社 会 の問題 に触れ られ た気が して,い

っ も以上 にや る気が 出た」 などの意見 も実 に多 く記載 されて いた。

7.お わ り に

教育には手段や方法を教える,っ まりッールの使い方や方法を教える手段教育と,実 社

会に出た時に必要となる能力を育成する目的教育がある。問題解決能力育成を目的とした

授業でも,手 法の使い方や注意点などを教えるだけにとどまり,学 生個人に設定 させた

テーマや,実 社会の事例を ヒン トに したテーマで手法を活用 させ,か っ,そ の具体的

テーマを評価することに至 らない授業が多 く見 られる。これ らは手段教育であって,大 学

で重視する目的教育には至っていない。ここで報告 した内容は,学 生の問題解決能力を伸

長するために設計 した目的教育であると自負 している。

しか しなが ら,現 在まで,こ の方法を確立することに力を注いできたため,本 当に目的

が果たせているのかということを明確に立証するにいたっていない。筆者の当面の課題

は,授 業の実践結果を分析 し,さ らには受講者への本格的な調査を行い,本 来の目的であ

る学生の問題解決能力の育成を果たせているかを検証 し,そ の結果か らさらなる改善を行

うことにある。そして,今 後も学生の問題解決能力の育成に努めたい。
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